
　　　　　ジメチルスルホキサイドの分解度試験成績報告書

　　　分子式　　C・氏OS

　　　構造式　　CH・
　　　　　　　　　　　＞s一。

　　　　　　　　　CH1

　　　性　　状
　　　　　　　　　比　重（25℃）．toφ5以上

　　　　　　　　　純　度　　　　　990％以上

　　　　　　　　　溶解度　　　　　水に易溶

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（提示資料による）

霧議｝一臓一…一切
　5．1　試験装置

　　　　　酸素消費量自動測定機

　5．2　酸素消費量1則定

　　　　　5．1の記録による

　5，5　生分解試験後の直接定量法

　　　＠）使用分析機器

　　　　　　全有機炭素分析計

　　　　　　ガスクロマトグラフ　検出器F’工D

　　　　　　　　　　以下次頁に続く

1、試験期間　　昭和51年6月28日～昭和5て年9月．50日

2試料名　ジメチルスルホキサイド（試料姦K－231）

5　試験方法及び条件

　（b）　分析試料の前処理　一

　　　　　　　　　　←匹
　　　　　　　　　　　　　ラ　　　　　　ロ
　　　　　　　　　　　　　験　液
　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　一　　　　辛

　　　　　　　　　　　　　　・分取

　　　　　　　　　　　　　　g遠心分離（7509×20分）

　　　　　　rl　”一　　II　　　　一一一一一一■一
　　　　　　ll避」1　　　・！。皇≦≧童試料．一し

　（c）分析条件

　　　杢有機炭素分析計（T　o　c計）

　　　　流速　 TC回路　 200ml／m：し且

　　　　温度　TC炉　　890℃

　　　ガスクロマトグラフ（GC）検出器FエD

　　　　キャリアガス　　N，

　　　　充七ん剤　5％伽een60／ラロモソルブG

　　　　ガラスカラム　　21皿φ×1m

　　　　カラム温塵i　150℃

4．試験結果
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TOC計による結果 （一）※ 2 1

G　Cによる　結果 口．5 5 2　・

　　　※　負の値を得たので（一）とした。

5．備　　考
　　　蝿物質の比韓土・95である為27μ・分取し・試験に供し

　　弩。　27μ1×1・093＝295㎎
　　　又クーロメーター仕込時の坦は永系6．6、汚泥系6．9であった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　　上


